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午前グループ 性別 所属 Ｙ年度参加回数（７回実施中）
Ａ 男 就労訓練 ６
Ｂ 男 高校生 ６
Ｃ 男 高校生 ６
Ｄ 男 高校生 ３
午後グループ
Ｅ 男 中学生 ６
Ｆ 男 中学生 ２
Ｇ 男 高校生 ６
Ｈ 男 短期大学 ５
Ｉ 男 社会人 ６
Ｊ 男 社会人 ７
Ｋ 男 社会人 ７



























































































































































































































Ｇ ○ ○ 左肩がこる
Ｈ ○
Ｉ ○
Ｊ ○ ○ 足の付け根と太ももの裏、腰
Ｋ
計 １ ５ ２ ３
表６．動きや動作についての回答結果





Ｇ ○ ○ ○ 手先が不器用、お腹に力を入れると痛い
Ｈ ○
Ｉ ○
Ｊ ○ ○ 足の疲れが上半身にくる
Ｋ ○ 長座体前屈する時などかたい。肩も














































計 ３ ２ ３ ３ ０ ０
表８．援助者体験についての回答結果










計 ２ １ ２ ２ ４ ０
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者に対して声掛けを行いながら取り組むような
様子も見られていた。質問紙にも、援助者体験
が「面白い」と回答しており、実施後に動作者
役割を取ったスタッフから、援助について肯定
的なフィードバックがあると嬉しそうにする様
子も見られていた。
Ｂは、動作法導入時より、「どうやって力を
抜いたらいいのか分からない」と答えており、
実際に動作を行う際にも、緊張の抜き方が分か
らない様子であった。その傾向は、後半の実施
回でも変わらず見られ、質問紙の自由記述にお
いても「脱力が出来ない」と回答している。し
かし最近の回では、「（身体が）かたい」と言っ
た発言も見られており、質問紙に対しても、「か
たい」と「気付けた」というところに回答して
いる。
Ｇは、年度初期より動作には集中して取り組
む様子が見られていたが、肩上げ動作の際に首
が前傾してしまっていた。しかし５回目の実施
時に、リーダーより全体に「動かす時には、肩
だけを動かして、背中と首は真っ直ぐしてお
く」と伝えたところ、自分で首が前傾しないよ
うに意識しながら取り組む様子が見られるよう
になった。その回には動作法実施後に、「楽に
なったような疲れたような」といった発言も見
られており、自身の動作に意識を向け、集中し
て取り組んではいるが、難しさも感じているよ
うな様子が見られていた。また自身の身体や動
作に対しての意識も高い様子が見られており、
動作法実施中以外でも「自分は不器用」などの
発言も見られている。質問紙に対しても、同様
の記述が見られている。援助者役割を取る際に
は、集中して動作者の動作に意識を向けながら
取り組む様子が年度前半から見られている。し
かしリーダーが動作者に対して声かけもするよ
うに伝えても、どのように声掛けをしたよいか
が分からない様子で、ほとんど声掛けはせずに
取り組んでいた。質問紙にも「自分の判断が合っ
ているかどうか分からない」との記述が見られ
ており、援助に対しての難しさや自信のなさも
ある様子である。
Ｊは、課題実施中には動作自体には、目立っ
た困難は見せずに取り組んでいる様子ではある
が、周囲で取り組んでいる他のペアに視線が移
りあまり集中出来ていない様子であった。しか
し年度４回目に肩開きの課題を導入したとこ
ろ、肩周りのかたさを感じた様子が見られてい
た。それ以降の回では、課題にも集中して取り
組む様子が見られるようになり、課題実施後に
どこに緊張を感じたかをペアのスタッフや他メ
ンバーに伝える様子が見られるようになった。
また後半の回では、自らリーダーに対して、「肩
もいいけど、腰がきつい」「足がきつい」など
と自身の身体の不調についての訴えをするよう
になった。同様の訴えは、質問紙にも見られて
いる。援助者役割を取る際には、動作を行う際
以上に周囲に視線が移っていた。後半の回でも
同様の様子は見られているが、その頻度に関し
ては少なくなっている。
考 察
１．身体感覚への気付きに関して
質問紙調査の結果から、参加メンバーは何ら
かの身体的な不調や動作の困難感を抱えている
ことが推察された。これに関しては、高橋ら
（２０１１、２０１４）の調査で見られた結果と同様の
結果であると思われるが、一方で動作法を実施
することにより自身の身体のことに「気付け
た」との回答も見られている。自由記述の回答
で認められた「運動が苦手」「不器用」などは、
今までの生活経験の中で感じてきた困難感であ
ると思われる。一方で、経過で取り上げた４名
の実施中の様子では身体の緊張やその緊張をコ
ントロールすることが困難なことに関して気付
くことが出来ている様子が見られており、それ
以外のメンバーにも同様の様子が認められてい
る。井上（２０１２）では、青年期の大学生に動作
法することにより、身体感覚への自己理解が促
されていたが、発達障がい者であっても同様に
身体感覚への自己理解を促すことが可能である
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と思われる。しかし発達障がい者の場合には、
前述したように身体に関しての困難感を日常的
に感じていることを踏まえた場合、動作法を実
施することにより、その身体に関しての困難感
をより強く自覚することにつながる可能性も考
えられる。そのように考えた場合、発達障がい
者に対して動作法を実施する際には、身体感覚
への気付きを促すだけでなく、その自己コント
ロール感を促すための支援がより重要になると
思われる。
２．自己コントロール感について
上述したように、発達障がい者であっても動
作法を実施することにより、より明確な身体感
覚への気付きを得ることが可能であることが示
唆された。一方で、自身の緊張を抜くなどの動
作の自己コントロールに関しては、肯定的な変
化が認められたメンバーもいたが、個人差が大
きく見られた。その要因として、考えられるこ
ととして、今回の実施では基本的にペアとなっ
た大学生のスタッフが動作法についての経験が
少なかったことがあげられる。動作法の支援
は、手の触れ方から声掛けに至るまで、経験を
通しての学習が必要となる。実際の実施中に
も、リーダーが介入し、援助を行うことにより、
緊張のコントロールが可能になる様子も見られ
ていた。小澤（２００７）や井上（２０１２）の報告で
見られたように、定型発達の青年である場合
は、参加者同士のペアリラクセイションによっ
ても、ストレス反応の低下や快適な身体感覚へ
の気付き等の効果が認められるが、発達障がい
者の場合には、相応の専門的な支援が必要にな
ることが推察された。具体的には、不適切な緊
張が入った際や適切な動作が行えた際に、その
ことを明確に簡潔に伝えることや援助を行う際
の援助の量の調整が重要になると思われる。
３．援助者役割の体験について
援助者役割を取ることによる体験に関しては
メンバーによっては、回数を重ねるごとにＡの
ように肯定的な体験を得ている様子が見られて
いた。肯定的な体験の内容としては、援助につ
いてスタッフから感謝をされることや身体を通
して他者と関わり持つことが出来たことなどが
推察される。Ａは、活動中にも他者との関わり
を求めている様子であったが、言語的な関わり
では、Ａの興味のある内容についてを繰り返し
てやり取りしてしまうことなどが見られてい
た。そのようなＡにとって他者の身体やその動
作に注意を向け、他者に合わせたりその動作を
援助しながらやり取りをしたりする体験は、日
常では体験できないような体験を得ることに
なったと思われる。Ａのように肯定的な体験を
得ることが出来るメンバーがいた一方で、経過
で取り上げたＧやＪのように援助に対して難し
さを感じているメンバーも見られていた。古
賀・井上（２００３）では、発達障がい児は、自身
の動作者の体験を気付いたことを手掛かりに援
助者として、他者の状態の推測や援助が可能に
なったと考察している。今回の実施では、動作
者体験の中で、身体感覚への気付きは得られて
いたようだが、自己コントロール感について
は、十分に体験することが出来ていなかった。
そのため、手掛かりとする体験が不足してお
り、援助を困難に感じてしまうことにつながっ
たと思われる。
４．総合的考察
本研究においては、青年期の発達障がい者に
身体感覚の気付きと自己コントロール感の体験
を目指した動作法を適用し、その意義や課題に
ついての検討を行った。結果として、身体感覚
への気付きに関しては、動作法を実施すること
により促されることが推察されたが、自己コン
トロール感については、より専門的な支援が必
要となることが示唆された。適切な支援を行う
ことが可能であれば、自己コントロール感を促
すことが可能であることも考えられ、有効な支
援のあり方については今後さらに検討が必要で
あると思われる。さらに発達障がい者が援助者
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役割を体験することに関しては、他者から認め
られることや他者に意識を向け、他者に合わせ
る形でのやり取りを行う体験などを促せる可能
性が考えられた。しかしその前提として、動作
者として自己に向き合い身体感覚への気付きや
自分の動作に関しての自己コントロール感を十
分に体験していることが重要になることも示唆
された。本研究で対象となったグループは、今
後も継続して活動が行われるため、動作法の実
施に関して、参加者の体験についても十分に検
討を重ねていくこと、それを踏まえた上で支援
の方法、課題の内容や展開などについて、検討
を重ねていくことが今後の課題である。
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